
母娘のズレまくりの掛け合いに�
思わず大爆笑！従来の認知症ドキュメンタリー�
映画のイメージを変える傑作ドキュメンタリーが�

大阪から生まれました。不謹慎にもつい笑ってしまう、
前代未聞の認知症ドキュメンタリー映画！

映画上映会＋哲学カフェ

哲学カフェ
集まったもの同士で語り、�
考えるイベントです。�
映画を観た後、�

一緒に考えませんか。
進行役：大熊玄�
� （立教大学准教授／西田哲学館副館長）

定　員：�20名　※要申込、先着順
＊�哲学カフェのみの参加はできませんので、必ず映画
をご覧ください。

本当の決断とは、�
状況そのものを引き 受けること。
家出回数 1388 回。6年間で
歩いた距離は、大阪・東京 3
往復分―。
認知症の母・ママリンと娘・
アッコちゃんの共同生活を追
ったドキュメンタリーです。
介護に追いつめられる中、こ
のままでは自分が壊れてしま
うと思い、発想を変えたアッ
コちゃん。深刻になりがちな
状況でも、「ありのままの母
を受け入れたい」と覚悟して
からは、前向きに、楽しげに
接します。アッコちゃんは徘
徊の回数、距離、時間などを
客観的に観察し、記録をつけ続けることで、制御不能に思えたママリンの行動を自分
なりに予測しながら向き合ってきました。状況をまず受け入れて、改善するためには
何をなすべきか、希望を見出す。認知症の映画というよりも、お母さんと向き合う覚
悟を決めた娘と、お母さんの映画です。

※この催しは、かほく市民大学校の対象講座です（3単位）。
2019 年�

1月�20日（日）
13：30～ 14：50・映画上映「徘徊」（申込不要）�
15：00～ 17：00・哲学カフェ（要申込）

参加無料
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出演：酒井アサヨ　酒井章子
監督・撮影・編集・製作：田中幸夫　助監督：北川のん　照明：竹森潤二
音効：吉田一郎　補撮・写真：酒井章子　企画・製作・配給：風楽創作事
務所　2015年・日本・HD・77分　映画公式サイト：hai-kai.com

推薦：日本医師会・日本看護協会・日本介護福祉士会

■会場�
石川県西田幾多郎記念哲学館�
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内日角北白尾IC交通アクセス
【車利用】 北陸自動車道 ［金沢東 IC］—国道 159 号線 〈約 20 分〉

 のと里山海道 ［白尾 IC］—〈約 5 分〉

【JR 利用】 金沢駅— IR いしかわ鉄道線 ・七尾線 〈約 25 分〉—宇野気駅——徒歩 〈約 20 分〉—哲学館

〒929–1126　石川県かほく市内日角井 1
TEL（076）283–6600　FAX（076）283–6320


